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4 前掲『わが町梅丘』3 頁。原文では「根津山」の部分が「根根山」となっているが、誤期の可能性が高い
と考え、修正した。 
5 前掲『わが町梅丘』8 頁。小林啓美氏の回想。 
6 吉川文夫編『小田急－車両と駅の 60 年－』（大正出版株式会社、1987 年）120 頁。 
7 小田急電鉄株式会社編『小田急五十年史』（小田急電鉄、1980 年）644 頁。 
写真左：現在の小田急梅ヶ丘駅北口側羽根木公園に向かう道は閑静な住宅街が続く。写真右：梅ヶ丘
延命地蔵尊。駅南口側に設置されている。戦後同地域で増加した踏切事故の犠牲の供養と交通安全を
祈念するため、町内会、婦人会、商店街が協力し、昭和 26 年に建立された。写真の像は平成 16 年に
小田急電鉄の協力を得て新たに設置されたもの。 






























                                                          
8 前掲『小田急五十年史』644 頁。 
9 前掲『わが町梅丘』5 頁。 
10 相原明彦「梅丘の地名の起こり」（世田谷区誌研究会『世田谷 第 44 号』1992 年所収）。なお駅名の誤
記は史料ママとした。 

























その後羽根木山公園には昭和 42 年に世田谷区議会選出記念として 55 本の梅が植えられ、昭
和 46 年に東京府成立 100 周年記念植樹で 230 本、翌年世田谷区政 40 周年記念植樹で 100 本
と機会あるごとに記念の梅植樹が行われた結果、羽根木公園は実質的な「梅ヶ丘」として付近








－ 5 － 
を、梅丘の歴史にみることができる。近年不動産開発や区画整理の結果、旧来の地名が消滅し、
イメージ優先の新地名が付けられることに対する批判が存在する。この「梅丘」という地名は
開発に貢献した旧家に因むという意味で完全な創作地名ではないと言えるが、広い意味で旧い
地名を残さない「開発型地名」に含まれるかもしれない。ただ同地の場合、由来はどうあれ、
住民が「梅丘」という地名に愛着を持ち、地名に相応しい街づくりを進めていった点に特徴が
ある。創作された地名を出発点として地域の人々が街づくりを進めてゆくという開発型地名の
一つの可能性を示す事例を、ここから読み取ることができるのである。 
